
15：30～17：00 座長：愛和病院 薬局長 萬谷 摩美子 先生

「緩和医療の知識とスキルを磨き薬薬連携を生かす」

明治薬科大学 臨床薬剤学研究室

教授 加賀谷 肇 先生

緩和医療の知識とスキルを磨く研修会
開催のご案内 第2報

謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご厚誼にあずかり、厚く御礼
申し上げます。
この度、特別講演演者として明治薬科大学臨床薬剤学研究室教授 加賀谷 肇 先生をご招聘
し、下記要領にて講演会を開催する運びになりましたのでご案内申し上げます。
ご多忙とは存じますが、万障お取り合わせの上、ご出席賜りますようお願い申し上げます。

謹白

日 時：2018年1月20日（土） 15：00～17：00

場 所：長野赤十字病院C棟3階 総合カンファレンス室
長野市若里5-22-1 TEL：026-226-4131(代）

*お問い合わせ：愛和病院 薬局長 萬谷摩美子 TEL：026-226-3863（代）
*日本薬剤師研修センター1単位、
日病薬病院薬学認定薬剤師制度Ⅲ‐2認定申請中です。
日本緩和医療薬学会緩和薬物療法認定薬剤師制度の認定申請中です。
*お車でお越しの方は駐車券をご用意しておりますのでお申し付けください。

主催：長野県病院薬剤師会北信支部、共催：長野市薬剤師会、北信薬剤師会、日本化薬株式会社

記

15：00～15：30 座長：北信総合病院 薬剤部 花岡 容子 先生

「がん治療から始まる緩和医療の薬薬連携に関する課題」
長野赤十字病院 薬剤部 田幸 稔 先生

飯山赤十字病院 薬剤部 西澤 さとみ 先生

若里土屋薬局 金川 和之 先生



昨今、病院薬剤師が臨床において専門家チーム医療へと変化しているのと同様に、保険調剤薬局におい
ても、在宅医療・かかりつけ薬局・健康サポート薬局へと、私たち薬剤師の役割は、物（薬）中心から人
（患者）中心の関わりへ変化しています。

加賀谷肇先生は、医薬分業が急速に進んだ北里大学病院時代、本場アメリカのクリニカルファーマシー
の研修を受けられ、帰国後、緩和医療をチームの一員として実践され、2007年に日本緩和医療薬学会を設
立するに至り、理事長としても御尽力されました。

緩和医療だけでなく高齢化社会に対応していくには、私たちは患者さんの命に向き合わなければならな
くなります。そのために「知識」「技能」「態度」を磨き、薬剤師力を向上させることが欠かせません。

今回、「緩和医療の知識とスキルを磨き薬薬連携を生かす」と題し、加賀谷先生にご講演いただき、さ
らに患者さんへの服薬指導の技能を磨くためにロールプレイの実習も行います。「実習」と聞いて少し尻
込みしてしまいそうな気持ちになるあなたも、安心してください。企画者らと一緒に、ちょっとした「技
能や態度」のコツを、「なんだ、そうか」と会得することができると思います。また前座では、日頃の薬
薬連携に関する疑問を気軽に意見交換する場も準備しております。

寒い季節の貴重な土曜日の午後ではありますが、皆さんの熱意を企画者一同、心からお待ちしておりま
す。

１階フロアーマップ

北口玄関より入り逆コの字を歩き、超音波検査室前のエレベーター3階です。赤線に沿いお進み下さい。

参加をご希望される方は、1月12日(金)までに下記へご連絡を宜しくお願い致します。

連絡先：日本化薬株式会社 担当：横内

FAX：0263-36-5083 TEL：0263-32-9553

緩和医療の知識とスキルを磨く研修会 参加を希望します

参加者勤務先名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

参加者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ロールプレイの実習を予定しているため、事前のお申込みにご協力を宜しくお願い致します。

50名様程度を予定させていただいておりますが、お申込みのない方の当日参加も歓迎致します。

このエレベーターで
３階へ


